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研究成果の概要（和文）：本研究では、政策課題に対する市民と自治体の意識を調査する文書ジャンルとして、
ソーシャルメディアと市議会の議事録を対象とし、市民や市議会議員の意見を賛成・反対などの立場で分類し、
有用性や地域依存性、政策課題に対する適合性などの属性を判別して組み合わせて抽出した意見を都市別に比較
する。提案手法では、政策課題に対するアテンション（注意機構）や、適合性を考慮したマルチタスク学習によ
り、市民意見・市議会議員意見の抽出精度が有意に向上することを明らかにした。これらの成果は、国際ジャー
ナル IJDL（Springer, IF: 1.8（5 year impact factor, 2022））に採択された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we targeted social media and city council minutes as document
 genres to investigate the awareness of citizens and municipalities regarding policy issues. 
Opinions from citizens and city council members were classified based on their stance, such as for 
or against, and attributes such as usefulness, regional dependency, and relevance to policy issues 
were identified and combined to extract opinions, which were then compared by city. The proposed 
method revealed a significant improvement in the extraction accuracy of citizen and city council 
member opinions through multi-task learning that considers attention mechanisms and relevance to 
policy issues. These findings have been accepted for publication in the international journal IJDL 
(Springer, IF: 1.8 (5 year impact factor, 2022)).

研究分野： 情報学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的には、ソーシャルメディアと市議会会議録という異なる文書ジャンルを対象として、言語モデルT5を用い
て、適合性とのマルチタスク学習やアテンションを考慮して、統一的に立場を比較できる手法を実現した点にそ
の意義が認められる。社会的意義としては、実験を通して、社会課題に対する都市間の意識の差や市民と市議会
議員の意識のギャップを明らかにすることができた。一例としては、カジノなどの統合リゾート（IR）誘致に関
する市議会議員と市民意見を大阪市と横浜市とで比較した結果、大阪市の方が横浜市よりも賛成意見が多いこと
を明らかにし、最終的に実際に大阪市に誘致されることになった結果と矛盾がないことを明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
市民意見の分析に関する研究では、話題ごとに肯定・否定の分布を可視化して、市民の態度を分
類し少数の価値のある意見を抽出するアプローチでは、自治体などの行政組織では、新たな発見
に基づく活用可能性がある場合と、「そのような市民の反応はすでに分かっている」とする場合
との区別が難しく、職員が忙しい中で時間を割く可能性について過小評価を受けてしまう場合
がある。その経験の中で、市民意見を分析して自治体で活用する際に、市民側と行政側との意識
の差異が明確であるほど、行政側に与えるインパクトが大きいことから、差異の情報を可視化す
る手法について研究を実施することにした。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 本研究では、自治体の政策課題に対する意識と市民の意識とのギャップを評価するための

方法を開発する。現代の日本では、横浜市における IR（カジノ）誘致やコロナ禍における
緊急事態宣言のタイミングなど、市民の要望と政策の間のギャップが顕著に見られること
がある。このことにより、市民から行政への協力姿勢を損ない、結果として緊急事態宣言の
実効性の低下などにつながっていた。自治体が市民との意識のギャップを明確な形で認識
できないと、行政側で予想をしていないかたちで市民側から投票結果を突き付けられるこ
とになる。市民から信頼される政策を実現するためには、市民の政策課題についての議論を
客観的に定量化したうえで、自治体の意識とのギャップを把握することが有効であるが、そ
のようなツールは存在しない。 

(2) 本研究では、都市（市区町村）を単位として、ソーシャルメディアから市民の意見を抽出し、
市民が政策課題に対してとっている立場および根拠から、行政側の説明がどれだけ要求さ
れているかという観点で定量化する。また、市議会の会議録から政策課題に関連する意見を
抽出し、議会側が市民の要求に答えるために経緯についてデータに基づき明確に説明して
いるかという観点で議員の立場と根拠を定量化する指標を提案する。本研究により、行政府
がデータに基づいた説明を市民に提供する必要性を評価できるか実例を通して検証するこ
とで、本提案の有用性を示すことができる。 

 
３．研究の方法 
 
(1) 本研究では、政策課題に対する意識を調査する文書ジャンルとして、ソーシャルメディアと

市議会の会議録を対象とする。政策課題を対象として意見を抽出する場合には、市民意見を
賛成・反対などの立場で分類するとともに、賛成・反対の立場としての根拠を抽出するアプ
ローチが取られる。一方で、自治体と市民の意見とを比較可能とするためには、異なる文書
ジャンルに現れる意見を対応付けて、ギャップを定量化できるようにする点に課題がある。 

(2) 政策課題は多様であり、立場や根拠の表し方も、会議録とソーシャルメディアでは表現が異
なることに加えて、どの意見を抽出して定量化するのが妥当かという点で、文書ジャンルに
応じて議論の質を考慮する必要もある。したがって、議論の質などを考慮したうえでソーシ
ャルメディアと市議会会議録の双方に共通する属性を定式化し、実際に属性を文書に付与
してアノテーションコーパスを作成する。 

(3) (2)で作成したアノテーションコーパスをもとに、事前学習言語モデルを用いて情報の自動
付与を行う。自動付与を行うにあたっては、どのような言語モデルを利用するのが適切かと
いう点に加えて、自動付与の精度を高めるための工夫すべき点を明らかにする。 

(4) ソーシャルメディアと市議会議事録に自動付与を行った情報をもとに、都市間で市民の立
場と市議会議員の立場を比較する方法を確立し、実際の政策課題を対象としてその有効性
について検証を行う。 

 
４．研究成果 
 
(1) 本研究では、政策課題に対する市民と自治体の意識を調査する文書ジャンルとして、ソーシ

ャルメディアと市議会の会議録を対象とし、市民や市議会議員の意見を賛成・反対などの立
場で分類し、有用性や地域依存性、政策課題に対する適合性などの属性を判別して組み合わ
せて抽出した意見を都市別に比較する。提案手法では、政策課題に対するアテンション（注
意機構）や、適合性を考慮したマルチタスク学習により、市民意見・市議会議員意見の抽出
精度が有意に向上することを明らかにした。 



(2) さらに、図 1 に示すように、カジノ
などの統合リゾート（IR）誘致に関
する市議会議員と市民意見を大阪
市と横浜市とで比較した結果、大阪
市の方が横浜市よりも賛成意見が
多いことを明らかにし、最終的に実
際に大阪市に誘致されることにな
った結果と矛盾がないことを明ら
かにした。また、待機児童問題に関
する市議会議員と市民意見を福岡
市と大阪市と横浜市とで比較した
結果、横浜市において最もギャップ
が大きい傾向を明らかにし、その要
因として自治体が推進している保
留児童の取り扱いに対して市民が反対していることを明らかにした。 

(3) これらの成果は、国際ジャーナル IJDL（Springer, IF: 1.8（5 year impact factor, 2022））
に採択される（引用文献①）と同時に、国際会議 ICADL 2022 に full paper として採録さ
れ、Best paper award の runner-up に選定され、Springer 社から LNCS (Lecture Notes 
in Computer Science) シリーズの書籍中の一章として発行された（引用文献②）。 

(4) また、都市を横断した市民意見抽出の研究が言語処理学会論文誌に採択され（引用文献③）、
市民意見分析に関して書籍の分担執筆を行い（引用文献④）、言語処理学会 第 30 回年次大
会 併設 WS 自治体における生成 AI の利活用と問題点において、「市民および市議会議員の
意見分析と自治体間比較」と題して発表を行った。最後に、スマートシティの国際規格の標
準化に関する動向については画像電子学会 年次大会にて報告した（引用文献⑤）。 
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図 1 大阪市と横浜市における市民と市議会議員

のカジノ誘致に関する立場の推移の比較 
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